
令和７年度 

１年 美術科 評価規準 

観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

評 

価 

規 

準 

【A表現】 

<絵や彫刻> 

○形や色彩、材料、光などの性質や、 

それらが感情にもたらす効果など

を理解している。 

○材料や用具の生かし方などを身に 

付け、意図に応じて工夫して表して

いる。 

<デザインや工芸> 

○形や色彩、材料、光、などの性質や、 

それらが感情にもたらす効果など

を理解している。 

○材料や用具の生かし方などを身に 

付け、意図に応じて工夫して表して

いる。 

 

【B鑑賞】 

○造形的な特徴などを基に、全体のイ 

メージや作風などで捉えることを

理解している。 

【A表現】 

<絵や彫刻> 

○対象や事象を見つめ感じ取っ 

た形や色彩の特徴や美しさ、創

造したことなどを基に主題を

生み出し、全体と部分との関係

などを考え、創造的な構成を工

夫し、心豊かに表現する構想を

練っている。 

<デザインや工芸> 

○伝える目的や条件などを基に、 

伝える相手や内容などから主

題を生み出し、分かりやすさと

美しさなどとの調和を考え、表

現の構想を練っている。 

 

【B鑑賞】 

○身近な地域や日本及び主外国 

の文化遺産などのよさや美し

さなどを感じ取り、美術文化に

ついて考え、見方感じ方を広げ

ている。 

 

【A表現】 

<絵や彫刻> 

○美術の創造活動の喜びを味わ 

い楽しく感じ取ったことや考

えたことなどを基にした表現

の学習活動に取り組もうとし

ている。 

<デザインや工芸> 

○美術の創造活動の喜びを味わ 

い楽しく目的や機能などを考

えた表現の学習活動に取り組

もうとしている。 

 

【B鑑賞】 

○美術の創造活動の喜びを味わ 

い楽しく作品や美術文化など 

の鑑賞の学習活動に取り組も 

うとしている。 

評
価
方
法 

・作品 

・ワークシート 

・スケッチブック 

・ノートレポート 

・定期考査 

・作品 

・ワークシート 

・スケッチブック 

・ノートレポート 

・定期考査 

・作品 

・ワークシート 

・スケッチブック 

・ノートレポート 

・定期考査 

ｶﾃｨ

ﾝｸﾞ

ﾎﾟｲ

ﾝﾄ 

 ９０～１００％・・「５」           それぞれの観点別評価は原則として 

 ８０～９０％・・・「４」                 「Ａ」・・・８０％以上 

 ５０～７５％・・・「３」                 「Ｂ」・・・５０％以上 

 ２０～５０％・・・「２」                 「Ｃ」・・・５０％未満 

  ０～２０％・・・「１」 



令和７年度 

２年 美術科 評価規準 

観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

評 

価 

規 

準 

【A表現】 

<絵や彫刻> 

○形や色彩、材料、光などの性質や、それ 

らが感情にもたらす効果を理解してい

る。 

○材料や用具の特性を生かし、意図に応じ 

て自分の表現方法を追求して創造的に

表している。 

<デザインや工芸> 

○形や色彩、材料、光などの性質や、それ 

らが感情にもたらす効果を理解してい

る。 

○材料や用具の特性を生かし、意図に応じ 

て自分の表現方法を追求して創造的に

表している。 

【B鑑賞】 

○造形的な特徴などを基に、全体のイメー 

ジや作風で捉えることを理解している。 

【A表現】 

<絵や彫刻> 

○対象や事象を深く見つめ感じ取っ 

たことや考えたこと、夢、想像や感

情などの心の世界などを基に主題

を生み出し、単純化や省略、協調、

材料の組み合わせを考え、創造的な

構成を工夫し、心豊かに表現する構

想を練っている。 

<デザインや工芸> 

○使う目的や条件などを基に、使用す 

るものの立場、社会とのかかわり、

機知やユーモアなどから主題を生

み出し、使いやすさや機能との美し

さとの調和を総合的に考え、表現の

構想を練っている。 

【B鑑賞】 

○日本の美術作品や受け継がれてき 

た表現の特性から、伝統や文化のよ

さや美しさを感じ取り、諸外国の美

術や文化との相違点や共通点に気

付き、美術を通した国際理解や美術

文化の継承と創造について考えて、

見方や感じ方を深めている。 

【A表現】 

<絵や彫刻> 

○美術の創造活動の喜びを味わい主 

体的に感じ取ったことや考えたこ

とを基にした表現の学習活動に取

り組もうとしている。 

<デザインや工芸> 

○美術の創造活動の喜びを味わい主 

体的に目的や機能などを考えた表

現の学習活動に取り組もうとして

いる。 

【B鑑賞】 

○美術の創造活動の喜びを味わい主

体的に作品や美術文化などの鑑賞

の学習活動に取り組もうとしてい 

る。 

評
価
方
法 

・作品 

・ワークシート 

・スケッチブック 

・ノートレポート 

・定期考査 

・作品 

・ワークシート 

・スケッチブック 

・ノートレポート 

・定期考査 

・作品 

・ワークシート 

・スケッチブック 

・ノートレポート 

・定期考査 

ｶﾃｨ

ﾝｸﾞ

ﾎﾟｲ

ﾝﾄ 

 ９０～１００％・・「５」           それぞれの観点別評価は原則として 

 ８０～９０％・・・「４」                 「Ａ」・・・８０％以上 

 ５０～７５％・・・「３」                 「Ｂ」・・・５０％以上 

 ２０～５０％・・・「２」                 「Ｃ」・・・５０％未満 

  ０～２０％・・・「１」 



令和７年度 

３年 美術科 評価規準 

観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

評 

価 

規 

準 

【A 表現】 

<絵や彫刻> 

○形や色彩、材料、光、などの性質や、そ 

れらが感情にもたらす効果などを理解

している。 

○材料や用具の特性を生かし、意図に応じ 

て自分の表現方法を追求して創造的に

表している。 

<デザインや工芸> 

○形や色彩、材料、光、などの性質や、そ 

れらが感情にもたらす効果などを理解

している。 

○材料や用具の特性を生かし、意図に応じ 

て自分の表現方法を追求して創造的に

表している。 

【B 鑑賞】 

○造形的な特徴などを基に、全体のイメー

ジや作風などで捉えることを理解して

いる。 

【A表現】 

<絵や彫刻> 

○対象や事象を深く見つめ感じ取っ 

たことや考えたこと、夢、想像や感

情などの心の世界などを基に主題

を生み出し、単純化や省略、協調、

材料の組み合わせなどを考え、創造

的な構成を工夫し、心豊かに表現す

る構想を練っている。 

<デザインや工芸> 

○構成や装飾の目的や条件などを基 

に、用いる場面や環境、社会との関

りなどから主題を生み出し、美的感

覚を働かせて調和のとれた洗練さ

れた美しさなどを総合的に考え、表

現の構想を練っている。 

【B鑑賞】 

○日本の美術作品や受け継がれてき 

た表現の特性などから、伝統や文化

のよさや美しさを感じ取り、諸外国

の美術や文化との相違点や共通点

に気付き、美術を通した国際理解や

美術文化の継承と創造について考

えるなどして、見方や感じ方を深め

ている。 

【A表現】 

<絵や彫刻> 

○美術の創造活動の喜びを味わい主

体的に感じ取ったことや考えたこ

となどを基にした表現の学習活動

に取り組もうとしている。 

<デザインや工芸> 

○美術の創造活動の喜びを味わい主

体的に目的や機能などを考えた表

現の学習活動に取り組もうとして

いる。 

【B鑑賞】 

○美術の創造活動の喜びを味わい主

体的に作品や美術文化などの鑑賞

の学習活動に取り組もうとしてい

る。 

評
価
方
法 

・作品 

・ワークシート 

・スケッチブック 

・ノートレポート 

・定期考査 

・作品 

・ワークシート 

・スケッチブック 

・ノートレポート 

・定期考査 

・作品 

・ワークシート 

・スケッチブック 

・ノートレポート 

・定期考査 

ｶﾃｨ

ﾝｸﾞ

ﾎﾟｲ

ﾝﾄ 

 ９０～１００％・・「５」           それぞれの観点別評価は原則として 

 ８０～９０％・・・「４」                 「Ａ」・・・８０％以上 

 ５０～７５％・・・「３」                 「Ｂ」・・・５０％以上 

 ２０～５０％・・・「２」                 「Ｃ」・・・５０％未満 

  ０～２０％・・・「１」 



 


